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1．はじめに  
1993年に出版した拙著において，中世村落の形成にかかわるその当時の研究を総括して，つ  
ぎのように書き記した1）。   
以上のように，ローマン＝ブリテンからアングロ＝サクソンの中期にかけて，《multipleestate》  
なる形態の支配が小村ないし孤立農園の住民におよんでいた。このころの定住地は，現在の村や町に   
直結するものではなく，しかもその寿命は1～2世紀間という不安定なものであった。この所領構成   
と定住地のあり方が，アングロ＝サクソン後期になって革命的に変化する。  
多様な地域特性を内包する広大な貢納＝経済体制から分断された，より小規模の所領において，領   
主直営地と農民保有地との有機的な結合にもとづく搾取体制であるマナが形成される。そのさい，こ   
れまで広域の定住地間の相互依存関係のなかで実現されていた生産体制一牧畜と穀作の結合－を  
維持することは，耕地制度と定住様式に劇的変化を要求するものであった。牧畜と穀作との不均衡が   
露呈した場合には，ミッドランド制への転換が早期に進んだことは指摘したとおりである。  
しかしながら，広大な放牧地が確保しえる場合には，ミッドランド制の採用は問題になりえなかっ   








イギリスはブリタニア（Britannia）と呼ばれていた古代から，農民は血族的な結びつきを中心に集   
落をなして共同生活をしていた。そして狩猟生活から農耕生活に移行するようになるにつれて，一定  
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の場所に定着しはじめて，人口も増加し，人びとは地縁的な結びつきを強めるようになって，村落共   
同体を構成し，土地の共有や共同利用をはじめたのである。  
つまり彼らは，土地を耕し種を播き，そして収穫する作業をすべて共同でなしていた。その場合，   
彼らは農耕地全体を二つに分けて，それらを小道などで区分して，一方の畑で′」、麦などを耕作し，他   
方を休閑地として，各戸の家畜を一緒に放牧した。この畑と休閑地を年々交互に変えて利用していく   
のである。これが二圃式農法といわれるものであった。   
この場合，耕作畑のほうは，地形や地味など様々に違った土地を混ぜ合わせて，できるだけ平等   




system）と呼ばれたものである。・・（中略）・   
それとともに，こうした村落共同体の周辺には，こうした農地のほかに，雑草や潅木の生えた荒蕪   
地や，森林地や，また海や川や沼などの広大な土地があるものである。したがって，これらの土地は，   
村落民が薪や柴をとったり，樹木を伐採したり，泥炭をとったり，魚を掴えたりして，生活や仕事の   
ために出入り自由に利用するのであった。  
このように農耕のための畑や，森林地や雑草・潅木の生えた荒蕪地や，海，川，沼などが，周辺の   
村落民によって何世紀にもわたって，出入り自由に利用されていると，彼らにとっては，それらの土   
地が自分たちのためにある土地と感じられるようになってくるといっていいだろう。  
これがコモンズなのであり，したがってコモンズとは，人びとが出入り自由に使用しうる共同の用   
益権が，習慣的に与えられた土地ということができるであろう。  
（二）コモンズとしての土地の私有化  
こうした共同の用益を亨受していた人びとによって使用されてきたコモンズが，やがて力のある外   
来者や同じ村落内のなかの勢力者によって，その全部ないし一部が柵や垣根などで囲込まれ，出入り   
も使用もできない状態にされてしまうのであった。そうなるともちろん，従来の共同用益権者は抵抗   
し柵を壊して入ろうとする。しかしそこが力の強い外来者や勢力者であるから，結局力によって撃退   
されたりして，その柵内の土地は，囲込んだ者に占有されてしまう。そして用益権者たちは，賦役や  
金銭を支払うことによって，出入りや使用が許されるということに落着する。これがコモンズとして   
の土地の私有化のはじまりとおもわれる。  
イギリスでは，紀元前五○年頃ローマ人が侵攻し，そこに住んでいたケルト人を征服した。そして  
ケルトの村落民はローマ人に支配されることになったが，彼らはローマ人に服従して租税を納める限   
り，共同体にとってのコモンズの安堵を認められたのであった。  
その後五世紀頃になって，アングロ・サクソン人が来攻してきた。‥‥‥（中略）・  
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こうしたサクソン時代の後に，フランスのノルマンディー公ウイリアムが，王位継承をめぐって   
一一世紀の六六年にイングランドに上陸し，七○年に全イングランドを統一した。これがウイリア   
ムー世（征服王）で，彼はサクソン人の作り上げた制度をもっと純化して，マナー制度（monors   












いてつぎのようにまとめている。   








居密集，耕地整理，耕区制－をつくりあげるとともに，他方では，実際の農業経営の上でその進ん   
だ技術を生かす主体一教区共同体・村落共同体－を生み出した」と指摘している。  
また，ヨーロッパ大陸において，こうした村落共同体の確立過程には，古典荘園の崩壊とバン領主  
権の成立，および農民層の身分的統一が伴っていた。 ・（中略）・   
これに対しイングランドでは，村落共同体の発展はやや異なった経路をたどる。確かに才．サースク   
は，ドイツにおける「集村化」研究をうけて，耕区強制をともなった「共同耕地」commonfieldsは，  
12世紀から13世紀前半に形成されたと指摘した。また，大陸と同様に12世紀には農民の賦役が軽減  











































4） 例えば，Underdown，David，Revel，RiotandRebe［lion：PqpularPoliticsandCu］tureinEngland1603－1660，  
OUP，1985（1987）；Sharp，Buchanan，InContemptQrAllAuthority：RuralArlisansandRiotinthe”セstQr  
England1586－1660，UniversityofCaliforniaPリ1980．  












保有し，2～3圃からなる開放耕地制の農業を開始した，というものである1〉。   
この「導入説」の始祖が誰であるのかは管見にしてよくわからないが2），封建社会（＝マナ）  
成立論争にその淵源があるように思われる。ローマン＝ブリテン時代のヴィラ（villa）にマナ  
の起源を求めるFrederick Seebohmは，その時代には三圃制農業が営まれ，村落共同体が成  
立していたと主張する3）。それに対して，PaulVinogradoffは，サクソンの侵入以前は個別の  
囲い込み地などで農業生産が営まれていたのであって，開放耕地制と有核村落は5～6世紀に  
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クリス夕べル・S．オーウイン（三澤嶽郎訳）『オープン・フィールド』（御茶の水書房，1980年）3頁以下お   
よび36頁以下。  



































よく似ているからといって，同一の定住形態を出現させるわけではない（折打F，pp．227－228）。   
3．人口の増加は定住形態に影響を与えるものではある。しかし，13世紀の散村地帯の人口  
水準は11世紀の開放耕地帯のそれと同等の水準であったが，核形成を促しはしなかった（n打F，  
p．228）。   
4．有核村落と共同耕地制との間には緊密な関係があって，共同耕地は村落形成期に出現し  
た。その耕地制の形成は，住民を有核村落に集中させることが必要な臨界点を示すもののであり，  





することなくスリム化することができた（W，pp．228－229）。   
以上のような指摘の上で，かれらによって提示されている村落形成の仮説を紹介していくが，  
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明する理論としては採用できない，と（n首F，p．235）。   
そこで，もう1つ，かれらの採用する進化論的な説明が提示される。それは，領域内の農耕  








よって耕地の地力の回復が期待できた（W，p．236）。   
この共同耕地制は，従来の農業からの離脱というよりも，その発展とみなしうる。以前から  
土地の共有もあれば，保有地の分散もみられたし，inneld・Outfield制といった，より変則的な  































































1 ウイトルウッド地域の概要   
村落形成の最近の業績の中で特筆すべきは，RichardJonesとMarkPageによる共著  
MedievalVillagesinanEnglishLandscqpe：BeginningsandEnd，WindgatherPress，2006（以下，  
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図1ウイトルウッドの教区  
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Leckhampstead（Church End）やLillingstoneDayrell，あるいはWickDiveやWhittle・  
buryをあげることができる（〟γ，p．70）。  
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2 有核村落の形成   
それでは，ウイトルウッド地域における村落の生成は，どのように始まったのであろう  
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られなかった（〟γ，pp．88－89，101－104）。   
それに対して，850年以降になると，重要な変化が現れる。たとえばLeckhampsteadの  














世紀前半になっても教区内に存在する場合，それらは村・散村複合群（multiplevillage and  








砂質の陶片に対して居住地区でも畑でも同じ比率で支配的だった（〟γ，p．92）。   
この居住地と畑における陶片比率の密接な関係がみられない唯一の時代が，850年から1000  
年の間であった3）。この時代にあっても，貝殻質のStNeotstypeIの陶器が使用され続けて  
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Dさh   
図2畑から回収された陶片の数  









101）。   
では，家庭ごみの施肥は，11世紀末ないし12世紀初めになぜ再導入されたのか。といえば，  
長期連作による肥沃度低下への対処，あるいは人口増大への対応，高騰する地代や税の支払い  






























は文化的に決定づけられていたことは明白である」（朗γ，p．226）。   





れ，それはさらにローマ崩壊後にGreens Nortonに受け継がれる。また，後に集落の核にな  
るpre・Village nucleiは850年以前に遡ることができるし，開放耕地にしてもそれ以前の耕地  




pp．228）と断定する。   




同があってはじめて容易に進行したというわけである。   







主張する（〟γpp．231－233）。   
ウイトルウッドでも比較的規模の大きい定住地の多くは有核村落とよべるものであったが，  
LeckhampsteadとSilverstoneは分散型村落（dispersedvillages）とよばれるべきものであっ  




えられなければならない，と問題提起をする（〟γ，p．233）。   








たいと断定する（朗γ，pp．234－235）。   
通説では，従来の居住地を放棄して集任したことにより有核村落が形成されたことを強調し  
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てきた。それに対して，JonesとPageは，有核村落の場合であれ分散型村落の場合であれ，  









4つのtownshipsになったのだ，と指摘する（MV，pp．235－236）。   

















因が何であるのかが判然としない，その理由を説明するのだ，と主張する（〟γ，pp．238・239）。   
核化にまさる分散化の選択 WickHamonでは，1100年頃に村の南側2．5キロメートルの人  
の住んでいない地点がElm Greenなる散村に成長した。この当時，主村落の中心部にはまだ  
拡張するのに充分な空き地が残されていた。それに対して，AkeleyやLillingstoneDayrellな  
どでは，同じ1100年頃，村の中心部から新しい家並みが展開していった。つまり，ウイトルウッ  































































ち現れることは容易に想像できよう。   
もっとも，こうした指摘を連ねていては切りがない。ここでは大きな論点だけ指摘しておき  
たい。なお，Lewis・Mitchell・Fox・Dyerの共著については，すでに少しばかりであるが指摘  
してあるので，RichardJonesとMarkPageの共著に絞って問題点を指摘しておこう。   
小定住地を放棄しての有核村落の形成という説は広く受け容れられてきた。それに対して，  
pre－Villagenucleiの外延的成長による有核村落の成立を析出したことは，かれらの功績である。  
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